
豊沢システム（有）

〒３６７－００２２

埼玉県本庄市日の出１－１－３１

電話　０４９５－２４－３４９２

携帯　０９０－２７４８－３４１２

FAX 　０４９５－３３－９６１８

試験場所　豊沢システム　倉庫

試験条件　粉砕筒隙間　１．０ｍｍ

２：減量率＝Ｂ／Ａ×１００

３：減容＝１／（Ｃ／Ｄ）

　　　　　　　本庄市若泉、矢野間商店から入手（電話0495-24-3612）

ﾌｧｲﾙNo.ｼｹﾝ2290920

試験日　　平成２２年９月９日

試験番号　Ｎｏ．１

　　脱水物　　緑豆モヤシ

試験方法　緑豆モヤシを粉砕脱水する

１：処理量　　３６００／（１８０）×２０＝４００Ｋｇ／ｈ

　　Ａ　脱水前重量　２２Ｋｇ－箱風袋２Ｋｇ＝２０Ｋｇ

　　Ｂ　濾液重量　　１６．５Ｋｇ－ﾊﾞｹﾂ風袋１Ｋｇ＝１５．５Ｋｇ

　　　　　　１５，５／２０×１００＝７８％

　　　　　１／（５０／２．５）＝１／２０

４：脱水物重量　４．４Ｋｇ－箱風袋２Ｋｇ＝２．４Ｋｇ

５：機械内部付着量＝２０－１５．５－２．４＝２．１Ｋｇ

モヤシ粉砕脱水前（深さ２５ｃｍ） モヤシ粉砕脱水後（深さ２．５ｃｍ）

　　　　　脱水バスケット　２ｍｍ目丸穴

　　Ｃ　モヤシ深さ２５ｃｍ＋２５ｃｍ＝５０ｃｍ

　　Ｄ　モヤシ脱水後の深さ２．５ｃｍ

平成２２年９月９日

　　投入時間　３分



ﾌｧｲﾙNo.ｼｹﾝ2290930

投入前

脱水物（２．４Ｋｇ）

写真のモヤシの量１０Ｋｇ 濾液（１５．５Ｋｇ）

モヤシ（一袋１０ｋｇ入り）



豊沢システム（有）

〒３６７－００２２

埼玉県本庄市日の出１－１－３１

電話　０４９５－２４－３４９２

携帯　０９０－２７４８－３４１２

FAX 　０４９５－３３－９６１８

試験場所　豊沢システム　倉庫

ﾌｧｲﾙNo.ｼｹﾝ2291101

平成２２年９月１１日

試験日　　平成２２年９月１１日

試験方法　緑豆モヤシ屑を粉砕脱水する

試験条件　粉砕筒隙間　１．０ｍｍ

　　脱水物　　緑豆モヤシ屑

１：処理量　　３６００／（１５０）×３３．７＝８０８Ｋｇ／ｈ

２：減量率＝Ｂ／Ａ×１００

　　　　　　２０．５／３３．７×１００＝６１％

　　Ａ　脱水前重量　３５．７Ｋｇ－箱風袋２Ｋｇ＝３３．７Ｋｇ

　　Ｂ　濾液重量　　２１．５Ｋｇ－ﾊﾞｹﾂ風袋１Ｋｇ＝２０．５Ｋｇ

　　Ｃ　モヤシ屑深さ２４ｃｍ＋２４ｃｍ＝４８ｃｍ

　　Ｄ　モヤシ屑脱水後の深さ１９ｃｍ

３：減容＝１／（Ｃ／Ｄ）

４：脱水物重量　１０．７Ｋｇ－箱風袋２Ｋｇ＝８．７Ｋｇ

５：機械内部付着量＝３３．７－２０．５－８．７＝４．５Ｋｇ

モヤシ屑粉砕脱水前（深さ２４ｃｍ） モヤシ屑粉砕脱水後（深さ１９ｃｍ）

　　　　　　　本庄市若泉、矢野間商店から入手（電話0495-24-3612）

備考

脱水物がほとんど緑豆の殻なので緑豆モヤシ屑の殻は約１０Ｋｇ、約３０％になる。

つまり、殻が３０％ぐらい混ざっているモヤシ屑の場合、減量率が６０％程度になると

考えられる。

DSC00445.JPGDSC00428.JPG

　　　　　１／（４８／１９）＝１／２．５

試験番号　Ｎｏ．２

　　　　　脱水バスケット　２ｍｍ目丸穴

　　投入時間　２分３０秒



ﾌｧｲﾙNo.ｼｹﾝ2291102

投入前 濾液（２０．６Ｋｇ）

脱水物（８．７Ｋｇ）

終了後上カバーを外した状態 終了後の上カバーの中側

終了後の内筒の中側 終了後の洗浄準備

モヤシ屑（３３．７Ｋｇ）



豊沢システム（有）

〒３６７－００２２

埼玉県本庄市日の出１－１－３１

電話　０４９５－２４－３４９２

携帯　０９０－２７４８－３４１２

FAX 　０４９５－３３－９６１８

試験場所　豊沢システム　倉庫

２：減量率＝Ｂ／Ａ×１００

　　　　　脱水バスケット　２ｍｍ目丸穴

ﾌｧｲﾙNo.ｼｹﾝ2291810

試験日　　平成２２年９月１８日

試験方法　緑豆モヤシかすを粉砕脱水する

試験条件　粉砕筒隙間　１．０ｍｍ

　　脱水物　　緑豆モヤシかす

　　投入時間　１０分３０秒

１：処理量　　６０／１０．５×１５４．７＝８８４Ｋｇ／ｈ

　　Ａ　脱水前重量　１５４．７Ｋｇ

　　Ｂ　濾液重量　　１３０Ｋｇ

　　　　　　１３０／１５４．７×１００＝８４％

３：減容＝１／（Ｃ／Ｄ）

　　Ｃ　モヤシかす脱水前容積　５２０Ｌ

　　Ｄ　モヤシかす脱水後の容積　９３Ｌ

　　　　　１／（５２０／９３）＝１／５．６

５：機械内部付着量　３．１Ｋｇ

モヤシかす粉砕脱水前 モヤシかす粉砕脱水後

４：脱水物重量　　２１．６Ｋｇ

試験番号　Ｎｏ．３

平成２２年９月１８日




